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１  都市基盤整備の取組について  

(1) 持続可能な都市づくりへの誘導と都市計画制度の活用  

ア  かながわ都市マスタープランの推進  

(ｱ) 概要  

本県では、土地利用、社会資本整備、市街地整備を

総 合 的 か つ 計 画 的 に 推 進 す る た め 、 概 ね 20年 後 を 展

望した「神奈川の県土・都市像」を都市づくりの分野

か ら 描 き 、 そ の 実 現 に 向 け て 広 域 的 な 都 市 づ く り の

基本方向を示す「かながわ都市マスタープラン（以下

「本 プラン」という。）」を策定している。（令和３年３

月改定） 

本プランをもとに、県及び各市町は、都市計画法に

基 づ く 都 市 計 画 の 方 針 を 定 め 、 本 プ ラ ン の 内 容 を 具

体の都市づくりに反映して いくこととしている。  

 

 

「 か な が わ 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 」 と 諸 計 画 と の 関 係  
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(ｲ) 都市づくりの基本方向と県土・都市像  

本プランでは、持続可能な県土・都市づくりを基本

方向とし、将来（ 2040年代前半）を展望した県土・都

市像を「地域の個性を伸ばし、活力と魅力あふれる強

靭な都市  かながわ」とした。  

こ の 実 現 に 向 け て 、 人 口 減 少 社 会 の 本 格 化 や 気 候

変動による災害の頻発・激甚化、インフラの老朽化な

どの課題に対応するため、地域の実情に応じた「コン

パクト＋ネットワーク」による都市づくりや、大規模

災 害 か ら い の ち と く ら し を 守 る 都 市 づ く り な ど を 進

めることとしている。  

 

 

「 か な が わ 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 」 に お け る 県 土 ・ 都 市 像  

 

  



3 

(ｳ) 線引き制度の活用  

線引き制度は、概ね 10年後の将来人口予測のもと、

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」※ など

を 都 市 計 画 に 定 め る と と も に 、 無 秩 序 な 市 街 化 を 防

止 す る た め 、 都 市 計 画 区 域 を 市 街 化 区 域 と 市 街 化 調

整区域に区分する（以下 ｢区域区分 ｣という。）もので、

都市計画の根幹をなすものである。  

本県では、昭和 45年に当初線引きを行い、平成 28年

までに７回の見直しを行っている。  

第 ８ 回 線 引 き 見 直 し は 、 令 和 ６ 年 ９ 月 に 都 市 計 画

の 県 素 案 に つ い て 県 民 の 方 へ 閲 覧 し た 後 、 同 年 10月

か ら 11月 に 都 市 計 画 公 聴 会 を 開 催 し 、 令 和 ７ 年 ２ 月

に都市計画の県原案を確定した。  

現在、令和７年内の都市計画変更告示に向け、国と

の事前協議を鋭意進めている。  

 

※  「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」と

は、都市計画の目標、区域区分の有無、区域区分の

方針及び主要な都市計画（土地利用、道路や公園等

の 都 市 施 設 の 整 備 、 自 然 的 環 境 の 整 備 又 は 保 全 な

ど）の決定の方針を定めるものである。  
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(2) 地域の個性を生かした市街地の整備  

ア  計画的な宅地供給の整備  

地 域 の 特 性 に 応 じ た 良 好 な 市 街 地 整 備 に 向 け て 、 計

画 的 な 住 宅 地 ・ 産 業 用 地 な ど の 供 給 や 公 共 施 設 整 備 を

促進している。  

＜施行箇所＞  

・ツインシティ大神地区土 地区画整理事業（組合施行） 

・藤沢市北部第二（三地区 ）土地区画整理事業（市施行） 

 

イ  既成市街地の再整備による都市機能の更新  

都 市 機 能 が 低 下 し て い る 既 成 市 街 地 な ど に お い て 、

土 地 の 合 理 的 か つ 健 全 な 高 度 利 用 と 都 市 機 能 の 更 新 を

図るため、市街地再開発事業など を促進している。  

＜施行箇所＞  

・関内駅前港町地区第一種市街地再開発事業 (組合施行

(予定 )）  

・登戸駅前地区第一種市街地再開 発事業 (組合施行）  

・若松町１丁目地区第一種市街地再開発事業 (組合施行） 

ほか７箇所  

     

 

市 街 地 整 備 の 施 行 箇 所  
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(3) 都市公園などの整備・管理  

県では、都市のみどりを保全・活用するため、県立都市

公園などの整備・管理を進めている。  

ア  都市公園の整備  

県 で は 、 大 規 模 災 害 時 の 防 災 性 の 向 上 や 多 様 な レ ク

リ エ ー シ ョ ン の 場 と な る 県 立 都 市 公 園 の 整 備 を 進 め 、

現在 27公園を開園している。  

こうした中、27公園のうち、16公園が開園から 30年以

上経過し、施設の老朽化が進んで いるため、施設の再 整

備 や 長 寿 命 化 対 策 を 中 心 に 、 公 園 整 備 に 取 り 組 ん で い

る。  

 

イ  都市公園の管理  

県 で は 、 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し 、 公 園 利 用 者 の 安

全・安心の確保や、サービスの充実を図るなど、公園の

管理・運営に取り組んでいる。  

 
県 立 都 市 公 園 位 置 図  

葉山公園

山北つぶらの公園

大磯城山公園

塚山公園

座間谷戸山公園

あいかわ公園

はやま三ヶ岡山緑地

辻堂海浜公園

境川遊水地公園

東高根森林公園

相模原公園

三ツ池公園

保土ケ谷公園

四季の森公園

観音崎公園

湘南海岸公園
湘南汐見台公園

茅ケ崎里山公園

津久井湖城山公園相模湖公園

おだわら諏訪の原公園

恩賜箱根公園

相模三川公園七沢森林公園

秦野戸川公園

いせはら塔の山緑地公園

城ケ島公園
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(4) 県が管理する下水管の緊急点検  

令 和 ７ 年 １ 月 28日 に 埼 玉 県 八 潮 市 で 発 生 し た 、 下 水 管

の 損 傷 に 起 因 す る と み ら れ る 大 規 模 な 道 路 陥 没 事 故 を 受

け、県が管理する下水管の緊急点 検を実施している。  

ア  緊急点検の概要  

(ｱ) 一次点検  

ａ  点検対象  

県 が 管 理 す る 相 模 川 流 域 下 水 道 と 酒 匂 川 流 域 下

水道の全ての下水管（延長約 174km）。  

ｂ  点検内容  

(a) 道路の変状調査  

下 水 管 が 埋 設 さ れ て い る 道 路 の 段 差 な ど の 変

状を目視で確認。  

(b) 下水の流下状況調査  

マ ン ホ ー ル を 開 け 、 管 路 内 の 下 水 の 流 下 状 況

を目視で確認。  

(c) 空洞調査  

レ ー ダ ー 探 査 車 に よ り 、 下 水 管 が 埋 設 さ れ て

いる道路の路面下（深さ３ｍまで）の空洞の有無

を調査。  

(ｲ) 二次点検  

ａ  点検対象  

一次点検で下水管の異常が 確認された箇所等。  

ｂ  点検内容  

管 路 内 部 の 破 損 や 劣 化 の 状 況 等 を テ レ ビ カ メ ラ

で詳細に調査。  

 

イ  緊急点検の経過  

１月 28日  埼玉県で事故発生。  

１月 30日  相模川流域下水道の約 58㎞の下水管（事故

があった管と同規模の一日の処理量が 30万㎥

以上の処理場に接続する管径２ｍ以上の下水

管）について、緊急点検を開始。  

２月３日  緊急点検に空洞調査を追加。  

２月７日  緊急点検の対象 範囲を、県が管理する全て

の下水管約 174㎞に拡大。  
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ウ  これまでの点検結果（３月６日現在）  

一 次 点 検 を 進 め る 中 、 こ れ ま で 特 段 の 異 常 は 認 め ら

れていない。  

(ｱ) 道路の変状調査  

県が管理する下水管（延長約 174㎞）が埋設されて

い る 区 間 の 調 査 が 完 了 し 、 特 段 の 異 常 は 認 め ら れ な

かった。  

(ｲ) 下水の流下状況調査  

管 径 ２ ｍ 以 上 の 下 水 管 の 全 延 長 約 61㎞ （ 相 模 川 流

域 下 水 道 約 58kmと 酒 匂 川 流 域 下 水 道 約 ３ km） に つ い

て、この区間にある全てのマンホール 320箇所（相模

川流域下水道 303箇所と酒匂川流域下水道 17箇所）で

調査が完了し、特段の異常 は認められなかった。  

(ｳ) 空洞調査  

管径２ｍ以上の下水管（延長約 61㎞）が埋設されて

い る 区 間 の 探 査 を 行 い 、 深 さ ３ ｍ ま で の デ ー タ の う

ち、1.5ｍまでの分析が終了し、下水管に起因する空

洞は認められなかった。  

なお、当該データ分析により、平塚市内で１箇所の

空洞が判明したが、速やかに現地で掘削を行い、下水

管 に 起 因 す る も の で は な い こ と を 確 認 し 、 道 路 の 補

修を行った。  

 

エ  今後の予定  

(ｱ) 一次点検  

早期の完了を目指し、引き続き、残る調査を実施し

ていく。  

＜残る調査＞  

・ 管径２ｍ以上の下水管における深さ 1.5ｍ～ ３

ｍの空洞調査のデータ分析。  

・  管 径 ２ ｍ 未 満 の 下 水 管 の 流 下 状 況 調 査 及 び 空

洞調査（データ分析含む）。  

(ｲ) 二次点検  

一 次 点 検 で 異 常 が 確 認 さ れ た 場 合 は 、 速 や か に 実

施する。  
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ま た 、 事 故 が あ っ た 管 と 同 規 模 の 相 模 川 流 域 下 水

道 の 約 58㎞ の 下 水 管 に お い て 、 令 和 ５ 年 度 ま で に 実

施した定期点検で、補修を要するとされた 65箇所は、

二次点検を実施し、劣化の進行状 況等を確認する。  

(ｳ) 補修等  

緊 急 点 検 に よ り 異 常 が 発 見 さ れ た 場 合 は 、 速 や か

に補修を行う。  

また、令和５年度までに実施した定期点検で、補修

を 要 す る と さ れ た 65箇 所 の う ち 、 緊 急 度 が 高 い ５ 箇

所は令和６年度内に対策を講じ、残りの 60箇所は、二

次 点 検 結 果 を 踏 ま え 、 今 後 ３ 年 間 で 順 次 対 策 を 行 っ

ていく。  
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緊急点検実施箇所図  

○点検対象  県が管理する全ての下水管（延長約 174km）  

 

１  相模川流域下水道  
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２  酒匂川流域下水道  
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２  交通基盤・新たな交通 サービスの取組について  

(1) 道路ネットワークの整備  

ア  経緯  

道路は、県民生活の利便性 向上や地域経済の活性化、

さ ら に は 災 害 時 に お け る 県 民 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 に も

寄与する重要な社会基盤である。  

本県では、道路部門の実施計画で ある「かながわのみ

ちづくり計画」に基づき、幹線道路ネットワークの形 成

の た め 、 国 や 高 速 道 路 会 社 が 実 施 す る 自 動 車 専 用 道 路

の 整 備 を 促 進 す る と と も に 、 そ れ ら と 一 体 と な っ て 機

能 す る イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備 な ど に 取 り 組

んできた。  

こ う し た 中 、 新 東 名 高 速 道 路 の 海 老 名 南 ジ ャ ン ク シ

ョ ン か ら 新 秦 野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 間 や 、 伊 勢 原 大 山 イ

ン タ ー チ ェ ン ジ に 接 続 す る 県 道 603号 (上 粕 屋 厚 木 )な

どの整備により、新東名高速道路の沿線では、企業立 地

に 向 け た 新 た な ま ち づ く り が 進 む な ど の 効 果 が 現 れ て

いる。  

よ り 一 層 の 企 業 活 動 の 活 性 化 や 、 観 光 振 興 を 図 る た

めには、新東名高速道路の 未開通区間をはじめとする、

道路の整備を進める必要がある。  

さらに、近年、激甚化・頻 発化する自然災害などに

備えるためには、災害対応 力の強化が重要である。  

これら本県の道路を取り巻 く状況の変化に対応する

ため、厳しい財政状況の中 、効率的・効果的な幹線道

路ネットワークの整備に取り組んでいる。   
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イ  自動車専用道路網の整 備〔主な路線の取組状況〕  
県 土 構 造 の 骨 格 と な る 自 動 車 専 用 道 路 網 の 整 備 を 促

進する。  

(ｱ) 新東名高速道路  

令 和 ４ 年 ４ 月 ま で に 海 老 名 南 ジ ャ ン ク シ ョ ン か ら

新 秦 野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 区 間 が 順 次 開 通 し 、 県 外

で は 、 令 和 ３ 年 ４ 月 ま で に 新 御 殿 場 イ ン タ ー チ ェ ン

ジ 以 西 が 順 次 開 通 し て い る 。 現 在 、 中 日 本 高 速 道 路

（株）は、残る新秦野インターチェンジから新御殿場

イ ン タ ー チ ェ ン ジ ま で の 区 間 の 整 備 に 取 り 組 ん で い

る。用地取得はほぼ完了し ており、橋梁やトンネルの

工事などを進めている。  

(ｲ) 横浜湘南道路・高速横浜環状南線（圏央道）  

新 湘 南 バ イ パ ス の 藤 沢 イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 横 浜

横 須 賀 道 路 の 釜 利 谷 ジ ャ ン ク シ ョ ン ま で を 繋 ぐ 道 路

で、国と東日本高速道路（株）が整備に取り組んでい

る。用地取得は両路線ともほぼ完了しており、橋梁や

トンネルの工事などを進めている。  

(ｳ) 厚木秦野道路（国道 246号バイパス）  

圏 央 道 の 圏 央 厚 木 イ ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 新 東 名 高

速 道 路 の 新 秦 野 イ ン タ ー チ ェ ン ジ を 繋 ぐ 道 路 で 、 計

画 延 長 約 29kmの う ち 延 長 約 14kmの 区 間 に お い て 、 国

が、用地取得や橋梁の工事 などを進めている。  

 

ウ  イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備 〔 主 な 路 線 の 取 組

状況〕  
新 た に 整 備 さ れ る 自 動 車 専 用 道 路 へ の 円 滑 な ア ク セ

ス を 確 保 す る た め 、 イ ン タ ー チ ェ ン ジ 接 続 道 路 の 整 備

を推進する。  

(ｱ) 県道 603号（上粕屋厚木）  

新 東 名 高 速 道 路 の 伊 勢 原 大 山 イ ン タ ー チ ェ ン ジ に

接 続 す る バ イ パ ス 道 路 で 、 令 和 元 年 ７ 月 に 一 部 区 間

が 開 通 し 、 令 和 ２ 年 ３ 月 に は イ ン タ ー チ ェ ン ジ の 開

通に合わせ、料金所に接続する区間が開通し、残るイ

ン タ ー チ ェ ン ジ か ら 東 側 の 区 間 が 令 和 ６ 年 ３ 月 25日

に開通したことで、全線が開通した。  
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(ｲ) 都市計画道路  横浜藤沢線〔関谷工区〕  

横浜湘南道路及び高速横浜環状南線の（仮称）栄イ

ン タ ー チ ェ ン ジ ・ ジ ャ ン ク シ ョ ン へ 接 続 す る 道 路 で

あり、道路改良工事を進めている。  

 

エ  交流幹線道路網の整備 〔主な路線の取組状況〕  

自動車専用道路網を補完して、地域の交流・連携を支

える幹線道路網の整備を推進する。  

(ｱ) 都市計画道路  西海岸線  

三 浦 半 島 地 域 の 交 通 の 円 滑 化 や 観 光 の 核 づ く り を

進めている「城ケ島・三崎」へのアクセスを強化する

道路であり、設計や用地測 量などを進めている。  

(ｲ) 都市計画道路  湘南新道  

湘 南 地 域 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 強 化 す る と と も に 、

圏 央 道 の 寒 川 南 イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ ア ク セ ス す る 道

路であり、用地取得率は約 ９割で、残る用地の取得と

道路改良工事などを進めている。  

(ｳ) 県道 42号（藤沢座間厚木）〔座間荻野線Ⅱ期〕  

県 央 地 域 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 強 化 し 、 厚 木 市 街 地

の 渋 滞 を 緩 和 す る 外 郭 環 状 道 路 で 、 用 地 取 得 率 は ９

割 を 超 え て お り 、 残 る 用 地 の 取 得 と 橋 梁 工 事 な ど を

進めている。  

(ｴ) 都市計画道路  座間南林間線  

座 間 市 中 央 部 を 東 西 方 向 に 貫 き 、 圏 央 道 の 厚 木 パ

ー キ ン グ エ リ ア ス マ ー ト イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ の 円 滑

な ア ク セ ス を 確 保 す る 道 路 で あ り 、 用 地 の 取 得 を 進

めている。  

(ｵ) 都市計画道路  金子開成和田河原線  

足 柄 地 域 の 東 西 方 向 の 連 絡 を 強 化 し 、 東 名 高 速 道

路 の 大 井 松 田 イ ン タ ー チ ェ ン ジ へ の 円 滑 な ア ク セ ス

を確保する道路で、用地取得率は９割を超えており、

残 る 用 地 の 取 得 と 鉄 道 と の 立 体 交 差 部 の 工 事 な ど を

進めている。  
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(ｶ) 都市計画道路  城山多古線  

小 田 原 市 北 部 か ら 小 田 原 駅 な ど が あ る 市 中 心 部 へ

の ア ク セ ス を 強 化 す る 道 路 で 、 用 地 取 得 率 は ９ 割 を

超 え て お り 、 残 る 用 地 の 取 得 と ト ン ネ ル 工 事 な ど を

進めている。  

 

オ  今後の取組  

安 全 で 活 力 と 魅 力 あ る 神 奈 川 を 実 現 す る た め に は 、

幹 線 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 が 大 き な 役 割 を 担 う こ と

から、引き続き、「かながわのみちづくり計画」に基づ

き、整備を推進していく。  

 

 

＜ 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 (主 な 路 線 )＞  

 

 

 

 



15 

(2) 鉄道ネットワークの整備  

ア  経緯  

本 県 に お け る 交 通 施 策 の 基 本 的 な 方 向 を 示 す 「 か な

がわ交通計画」では、道路ネットワークとともに、鉄道

ネ ッ ト ワ ー ク を 充 実 さ せ る こ と で 、 県 内 外 の 地 域 間 の

連携強化や、利便性、快適性の向上などを図ることと し

ている。  

こ の う ち 、 全 国 と の 交 流 連 携 の 強 化 を 図 る も の と し

て、リニア中央新幹線の整備促進 や、寒川町倉見地区 へ

の 東 海 道 新 幹 線 新 駅 の 誘 致 に 取 り 組 ん で お り 、 本 県 の

新 た な 交 流 連 携 の 窓 口 と し て 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 県 内

駅（橋本駅周辺）を核とする「北のゲート」と、東海 道

新幹線新駅を核とする「南のゲー ト」の形成に向けた 取

組が進められている。  

このほか、通勤・通学時の混雑緩和、速達性の向上、

新 幹 線 へ の ア ク セ ス 強 化 な ど の た め 、 鉄 道 網 の 整 備 を

促進しており、これまでに 神奈川東部方面線の開業や、

東 急 東 横 線 ・ 東 急 田 園 都 市 線 の 一 部 区 間 の 複 々 線 化 が

実現され、令和６年 10月には、東海道本線の大船駅・藤

沢駅間に設置する村岡新駅（仮称）の工事に着手してい

る。  

な お 、 東 京 圏 に お け る 都 市 鉄 道 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備

は 、 こ れ ま で 国 の 審 議 会 の 答 申 に 沿 う 形 で 進 め ら れ て

きており、平成 28年４月に、「東京圏における今後の都

市鉄道のあり方」について、答申（交通政策審議会答申

第 198号）が示され、本県から交通政策審議会に対し提

案した路線が、全て盛り込まれている。  
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イ  主な取組  

(ｱ) 新幹線の整備（南北のゲートの形成）  

ａ  リニア中央新幹線の建設促進（事業中）  

品川・名古屋間の早期開業に向けて、事業が進 め

られており、本県においても、相模原市内では沿線

の 中 間 駅 で 唯 一 の 地 下 駅 と な る 神 奈 川 県 駅 の 建 設

工事が進められるほか、川崎市内においては、大深

度 地 下 の シ ー ル ド ト ン ネ ル の 掘 削 が 進 め ら れ る な

ど、着実に事業進捗が図られている。今後も、県、

県内全市町村、経済団体で構成する「リニア中央新

幹線建設促進神奈川県期成同盟会」を通じて、ＪＲ

東 海 や 国 等 に 対 し 、 早 期 開 業 に 向 け た 要 望 活 動 を

行 う と と も に 、 地 元 に 対 し て 十 分 な 情 報 提 供 や 丁

寧な対応を図るよう、ＪＲ 東海に求めていく。  

ま た 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 県 内 駅 が 設 置 さ れ る 橋

本 駅 周 辺 地 区 で は 、 魅 力 あ る ま ち づ く り の 実 現 に

向 け 、 ま ち づ く り の 主 体 で あ る 地 元 相 模 原 市 へ の

支援を行っている。  

さ ら に 、 リ ニ ア 中 央 新 幹 線 の 建 設 促 進 を 図 る た

め、ＪＲ東海から受託して いる用地取得業務を、相

模原市と連携しながら進めている。  

ｂ  東海道新幹線新駅の誘致  

県、関係市町、経済団体等で構成する「神奈川県

東海道新幹線新駅設置促進期成同盟会」を通じて、

Ｊ Ｒ 東 海 や 国 等 に 対 し 、 新 駅 誘 致 に 向 け た 要 望 活

動を行っている。  

ま た 、 新 駅 の 受 け 皿 と な る ツ イ ン シ テ ィ を は じ

め 、 地 域 の 魅 力 あ る ま ち づ く り の 取 組 を 進 め て い

る。  
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(ｲ) その他の鉄道網の整備〔主な路線の取組状況〕  

ａ  ＪＲ相模線の複線化  

現 在 単 線 で あ る 茅 ケ 崎 駅 か ら 橋 本 駅 ま で の 間 を

複線化する計画で、「北のゲート」と「南のゲート」

の連携強化が期待される。  

県、沿線市町、経済団体で構成する「相模線複線

化等促進期成同盟会」を通じて、ＪＲ東日本や国等

に 対 し 、 複 線 化 等 の 早 期 実 現 に 向 け た 要 望 活 動 を

行っている。  

また、平成 28年３月に設立した「相模線沿線活 性

化協議会」を通じて、県、沿線市町、経済団体とＪ

Ｒ 東 日 本 が 連 携 し 、 相 模 線 と 沿 線 地 域 の 活 性 化 を

目的とした、相模線の利用促進に取り組んでいる。 

ｂ  相鉄いずみ野線の延伸  

相 鉄 い ず み 野 線 の 湘 南 台 駅 か ら 東 海 道 新 幹 線 新

駅 を 誘 致 し て い る 寒 川 町 倉 見 地 区 ま で 延 伸 を 行 う

計画で、県央部と、横浜市中心部や都心部とのアク

セス利便性の向上が期待される。  

先 行 区 間 と し て 、 湘 南 台 駅 か ら 慶 應 義 塾 大 学 湘

南 藤沢キャンパス付近までの延伸を目指すこととして

いる。 

県、関係自治体、相模鉄道、慶應義塾大学等が連

携し、実現に向けた検討に取り組んでいる。  

ｃ  村岡新駅（仮称）の設置（事業中）  

東 海 道 本 線 の 大 船 駅 ・ 藤 沢 駅 間 の 藤 沢 市 村 岡 地

区に、新駅を設置し、併せて、周辺の藤沢市村岡地

区と鎌倉市深沢地区では、県、藤沢市及び鎌倉市に

よ り 一 体 的 な ま ち づ く り に 向 け た 取 組 を 進 め て い

る。  

令和４年３月に、県、藤沢市、鎌倉市とＪＲ東日

本の４者で新駅設置に係る 基本協定を締結した。  

令和６年 10月から新駅設置工事に着手し、現在、

令和 14年頃の開業を目指して工事を進めている。  

 

 



18 

ウ  今後の取組  

南 北 ２ つ の ゲ ー ト に つ い て は 、 駅 設 置 が 前 提 と な る

ことから、引き続き、期成同盟会を通じてＪＲ東海や 国

に対し、早期実現を働きかけるとともに、周辺のまち づ

くりに向けて、関係市町と 連携した取組を進めていく。 

そ の 他 の 鉄 道 網 の 整 備 に つ い て は 、 事 業 性 の 確 保 な

どの課題の整理・検討に、関係自治体や鉄道事業者な ど

と連携して取り組むとともに、国に対しては、公的支 援

の拡大等について働きかけを行っていく。  

 

 

 
「 北 の ゲ ー ト 」 「 南 の ゲ ー ト 」 及 び 交 通 政 策 審 議 会 答 申 第 19 8号 の 神 奈 川 県 の 路

線 等 を 示 し た も の  
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(3) 新たな交通サービスの取組  

ア  神奈川版ライドシェア  

神 奈 川 版 ラ イ ド シ ェ ア は 、 県 内 で タ ク シ ー 不 足 が 顕

在化する中、市町村やタクシー会社と連携し、一般ド ラ

イ バ ー を 活 用 し て そ の 解 決 を 図 ろ う と す る 新 た な 仕 組

みである。  

令 和 ６ 年 度 は 、 夜 間 の タ ク シ ー 不 足 が 生 じ て い る 三

浦 市 に お い て 、 市 を 実 施 主 体 と す る 実 証 実 験 を 12月 ま

で行い、神奈川版ライドシェアは、地域の移動手段と し

て有効であることが確認できた。このことから、三浦 市

は、引き続き、地域の移動手段と して活用している。  

今後は、三浦市の取組を支援していくとともに、他の

市 町 村 か ら 、 神 奈 川 版 ラ イ ド シ ェ ア を 実 施 し た い と い

う 意 向 が 示 さ れ れ ば 、 実 証 実 験 で 得 ら れ た ノ ウ ハ ウ や

データを活用して、市町村やタクシー会社とともに、導

入に向けた検討を進めていく。  

 

イ  自動運転バス  

自 動 運 転 バ ス は 、 地 域 の 移 動 手 段 の 確 保 策 と し て 有

効 で あ り 、 県 は 、 バ ス の 減 便 が 顕 著 な 県 西 地 域 に お い

て、自動運転バスの導入に向けた 取組を行っている。  

令和６年度は、小田原市等とともに「研究会」を設置

しており、今後は、市内をフィールドに、実証実験の実

施を検討していく。  

 

ウ  自走式ロープウェイ  

自 走 式 ロ ー プ ウ ェ イ は 、 カ ー ブ や 分 岐 を 自 由 に 設 置

で き る こ と な ど 、 既 存 の ロ ー プ ウ ェ イ と は 異 な る 特 徴

を 有 し 、 都 市 型 交 通 と し て 期 待 さ れ る 新 た な 交 通 手 段

である。  

令 和 ６ 年 度 は 、 開 発 者 で あ る Zip Infrastructure株

式 会 社 と 連 携 協 定 を 締 結 し 、 実 用 化 に 向 け た 取 組 を 進

めている。  

今 後 は 、 導 入 検 討 の 意 向 の あ っ た 市 町 の う ち 、 藤 沢

市、三浦市及び厚木市と研 究会を設置することとし、導

入の可能性等について検討を行う。  
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エ  海上交通  

海上交通「かながわシーライド」は、交通渋滞を気に

せ ず 、 海 か ら の 景 色 を 楽 し み な が ら 移 動 で き る 新 た な

交通手段であり、令和６年３月 、湘南港を基点とし、葉

山 や 逗 子 、 大 磯 等 を 結 ぶ 運 航 が 民 間 事 業 者 に よ り 開 始

された。  

令 和 ６ 年 度 は 、 運 航 開 始 し た 既 存 航 路 の 定 着 を 図 る

た め 、 民 間 事 業 者 と 連 携 し な が ら プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動

を行うとともに、大磯以西 に航路を拡大していくため、

小田原漁港等を活用した実証実験を行った。  

今 後 は 、 引 き 続 き 海 上 交 通 の 定 着 と 小 田 原 や 真 鶴 な

ど 、 大 磯 以 西 へ の 航 路 拡 大 に 向 け た 取 組 を 推 進 し て い

く。  

 

 


